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御嶽山における絶対重力測定で検出された潮汐共鳴現象（その２）

Tidal resonance phenomena detected by absolute gravity measurement at Ontake volcano
(II)
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我々は三岳地区において 2004年より繰り返し絶対重力観測を行っている．これまでに絶対重力の年変化だけでなく，
日周潮に同期した (1)数microGalの重力変化と (2)標準偏差の増大を発見し [田中ほか, 2006,地震学会]，これらを総合
的に解釈する事を試みた［田中ほか，2007,連合大会］。その後，(1)と (2)の現象の存在についてさらなる確証を得たの
で，これらの結果を報告する。

(1)については潮汐・気圧補正が適性であるかが重要である。海洋潮汐値は絶対重力計FG5標準の g softwareのSchwider-
skyモデルとGOTIC2の NAO99bモデル［Matsumoto et al., 2001］では，+/-2˜3microGalの系統的な差がある。固体地球
潮汐値は観測データから BAYTAP-G［Tamura et al., 1991］から分離した値と g softwareのデフォルト（田村のポテンシャ
ル 1200個使用）とは 1microGal程度の DCオフセットがあるものの，周期性のある差は見られなかった。潮汐補正をい
ずれの組み合わせで用いても依然として，(1)の現象は存在した。また，気圧補正は常識的な気圧アドミッタンスファク
ター (-0.20˜-0.45 microGal/hPa)では (1)の振幅を小さくする事には寄与しない。

(2)については，並行観測を行った相対重力計 Scintrex CG3Mの標準偏差データでも辛うじて見えるほか，7km離れた
広帯域地震計 CMG-3Tでもノイズレベルの変化として検出できた（図参照）。
図の説明：広帯域地震計 CMG-3Tのスペクトログラム。100Hzデータを 5Hzローパス後 10Hzデータに間引き，微分

して加速度値にして，４時間窓を２時間ステップで移動させて PSDを計算した。横軸は UT，縦軸は周波数，カラース
ケールが PSD。
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